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デジタル界の成功者の人物像を探る

菊地宏明 ●Hiroaki Kikuchi

『33人の
サイバーエリート』

そこに山があるとする。先駆者

となる冒険家はその山に挑み、登

頂を試みる。続く登山家は、山

へ登るためのルートを整備する。

登山道を作り、山小屋を作り、

登山が安全にできる環境を整え

る。登山を目指す者が増えたと

き、登山客を当て込んで、麓に

は宿屋や土産物屋が現れはじめ、

観光協会などのコミュニティーを

作り上げる。

インターネットでも同様だ。まず、

インターネットというインフラを

作り上げた先駆者たちがいる。軍

事ネットや学術ネットを構築し、

相互接続するための技術を生み出

して磨き上げていった人々だ。次

に、誰もが利用しやすいように環

境を整える人たちが続く。優れた

電子メールソフトやWWWブラウ

ザーを開発し、インターネットを

普及させる起爆材を生み出した

人々である。そして、急増するイン

ターネット人口を対象にビジネス

を展開する人々がやってくる。

本書で紹介される33人のサイ

バーエリートのほとんどが、第三

の人々になる。ある意味でのエリ

ートや成功者、キーマンばかりだ

（原題になる「DIGERTI（デジラ

ティ）」はデジタル界という意味

になるらしい）。有名なコン

ピュータ専門誌とインタ

ーネット専門誌の編

集長、ライター、ハ

ードやソフトメーカー

の社長らの紹介とほかの

メンバーからの人物評が33人分

も掲載されている。ジョン・マー

コフやクリフ・ストールといった

興味ある人物もいるが、本の後書

きを33連発も読んでいるようで疲

れる。取り上げる人物が多すぎ

て、内容が希薄だという致命的

な欠点を含むが、かなりくせのあ

るエリートたちを集めているので、

興味のある人は読んでみるといい

だろう。

アニメーション作成ソフトの入門書

『Flashのつぼ』

軽快なアニメーションを再生して

くれる人気のソフトウェア「Flash」

のデータ作成虎の巻。待たされる

のは嫌いだから重たいアニメーショ

ンは見たくない。そんな性格でも許

せるコンパクトなデータサイズで軽

快にアニメーションを再生するのが

マクロメディアのFlashだ。このデ

ータを作成するノウハウを伝授して

いるのだが、さすがにFlashデータ

の作成法だけあって、凝ったアニ

メーションよりコンパクトなサイズ

のデータに収めることに力が入って

いる。

Flashでアニメーションを

作る基本的な操作、

下絵から絵を描

いていくテクニ

ック、連携して

使うFreeHandでの

ブレンドツールのテクニ

ック、シンボルを使ったテ

クニック、ビットマップテクニ

ック、サウンドやMIDIテクニッ

クと進む。

後半は応用編で、JavaScriptと

の組み合わせや凝ったアニメーショ

ン、ゲーム、プレゼンテーション、

データのコンパクト化などのテクニ

ックが収められている。

もちろん、FlashもFreeHandも

市販製品だが、付属CD-ROMに

は体験版が収録されている。ウィ

ンドウズとマッキントッシュで使え

るハイブリッド版にサンプルも収録

され、試用なら本書だけあればす

ぐに始められる。イラストとアニメ

ーション画像はYOUさんの担当で、

かわいい絵がじっくりと堪能でき

る。わかりやすい解説、読

み進めやすい構成と、

ちゃんと初心者向

けの“つぼ”

を押さえて

いる。
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ジョン・ブロックマン
著／椋田直子訳

株式会社アスキー発行
542ページ

本体2800円＋税
ISBN4-7561-1792-9

インターネットを理解するのに最適な入門書

『インターネット自由自在』

岩波新書のインターネット入門

書。実践的というよりも、インターネ

ットとはどのようなものなのか、そ

の概要を理解するのに適している。

第3章のインターネットプロトコ

ルでインターネットの仕組みについ

て若干触れているものの、多くの

ページでは、ユーザーとして、イン

ターネットを利用すると何ができる

のかについて解説されている。ユー

ザーの視点で見えるところに解説の

重点をおき、普段ブラックボック

ス化されているところは概要にとど

めているので理解しやすいだろう。

電子メール、IP、ドメイン、プ

ロバイダー、ダイアルアップ、ウィ

ンドウズ、WWWブラウザー、プ

ラグイン、プッシュテクノロジー、

HTMLとホームページ、Java、

イントラネット、ファイヤ

ーウォール、SOHO、セ

キュリティー、ポルノ問題、

電子マネー、インターネットの

将来と、押さえるべき項目は網羅

している。

ネットワークやルーターの説明で

は、理解しやすいようにバストポロ

ジーのネットワークを用いているが、

後半になるとハブを使ったスタート

ポロジーの10BASE-Tにかわって

いる。だが、その間をつなぐ解説

が抜けているので、混乱を招くか

もしれない。

ポケットサイズで十分にまとまっ

ている本書は、インターネット入門

者の1冊目にちょうどよい。ネット

ジェネレーションには刺激不足気味

で飽きられそうだが、団塊の世代向

けの市民セミナーを開くにはちょう

どよいテキストになる。
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『電子の巨人たち』上・下

コンピュータのハードウェアを作

り上げるために必要な基本的デバ

イス、というより現代社会を支え

る基礎技術、それは集積回路であ

り、トランジスター素子である。ト

ランジスターの誕生から加速しはじ

めた高度な電子工学の上に、現代

社会が築かれているいっても過言で

はないだろう。今から51年前、ト

ランジスターという名前さえもまだ

付けられてない素子は、ベル・テ

レフォン研究所で生み出された。

バーディーン、ブラタン、ショック

リーの3人の研究員に作られた素子

は、3つの端子を持ち、入力する

電流が出力する電流量を制御する

機能を持っていた。「抵抗の変換

（trans-resisterance）」の意味を

含めた名称を持つトランジスターの

誕生だ。本書には、彼ら

の生い立ち、当時の状

況、トランジスタ

ーの製造メー

カーである

テキサ

ス・インスツルメンツ社やフェアチ

ャイルド社のそのころが記されてい

る。生み出されるまでの苦労だけ

でなく、量産する難しさが至るとこ

ろに描かれている。

後半は、さらに集積回路の基礎

技術となる電界効果トランジスタ

ーの誕生、集積回路への試みまで

が描かれる。2冊に描かれたトラン

ジスター誕生秘話は、現代社会の

1つのマイルストーンである電子工

学技術の原点を取り上げていて興

味深い。

本書には日本の会社が1社だけ

登場する。トランジスターの素子が

生まれて、まだ何に応用したらい

いのかもわからないころのことであ

り、米国ではいくつかの会社がト

ランジスターを組み込んだ補聴器を

販売していた程度だ。その会社は、

日電や富士通といった大手コンピ

ュータメーカーではなかった。トラン

ジスター開発だけでなく、トランジス

ターにまつわるベンチャー企業の

黎明期を知る本としても楽

しめる。
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ネットワーク世代の世界観とは

世界を変えたトランジスターの誕生秘話

『デジタルチルドレン』

「ねぇ、WITH LOVE見た？

間違いメールで始まるラブストー

リーのあれ。竹野内が使うメール

ソフトさ、あれEudoraでしょ。

だったらさ、シグネイチャーにリ

アルネーム入れるよね。だって、

仕事のメールじゃん。だからさ、

あんな話になんないよね、実際の

話」。テレビドラマを見て、イン

ターネットの電子メールにロマン

スを抱く世代もあれば、こんな会

話をする世代もある。インターネッ

トが日常に溶け込んで生活する彼

らをデジタルチルドレンと呼ぶ。

原題は「Growing Up Digital」

で、デジタルとともに成長する世

代をいう。別の呼び方では、ネッ

トジェネレーション。パソコン通

信やインターネットなどのネット

ワークを生まれながらにして使い

こなせる世代ということになる。

本書では、米国の人口統計学上

の第二次ベビーブーマー（1977

～97年生まれ）がネットジェネ

レーションだという。20代前半か

らティーンエイジャーとそれ以下

の子供たちがその範疇に入る。彼

らが、ネットとどのように付き合

っているのか、何を考えているか、

彼らの時代はどう変わるかを、ネ

ットジェネレーション300人との

コミュニケーションを通して探っ

ていく。

年代で区切るのは時代を理解

するための1つの手法だが、イン

ターネットの爆発的普及の衝撃波

は老若男女を問わずに、影響を

与えている。30、40代でも、ネット

ジェネレーションに含まれそうな

人だっている。その中で、高度に適

応した世代がティーンエイジャー

だ。その世代に着目して、次世

代を占うとどうなるか。ファ

ミコン世代が大人にな

ったらという仮定よ

りも、現実的でお

もしろい。

いくつかの点で

米国の状況と異なる日

本でも、数年後に同じになるは

ず。ネットジェネレーションは確実

にあなたの背後に迫ってきている。
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世界のソニーの戦略を学ぶ

『ソニー自叙伝』
（CD-ROM付き愛蔵版）

ソニーの広報が自ら著した自叙

伝である。広報資料に見えなくも

ないが、読み物としても十分にお

もしろい。先に言っておくが、私

はソニー製品の愛用者であるが、

ソニーの関係者ではない。

なにがおもしろいか。まず先進的

な製品を開発していくところだ。

ソニーは市場に出回っている製品

や売れている製品を作るのではな

く、まったく新しいコンセプトの製

品を作り上げていこうとする。

新しい技術で市場にない製品を、

または国産化されていない製品を

生み出そうとする経営姿勢はゾク

ゾクするほど魅力的だ。生まれた

ばかりのトランジスターの特許を買

い、トランジスターラジオやトラン

ジスターテレビなどを生み出してい

った。前述の『電子の巨人たち』

に登場した唯一の日本企業こそソ

ニーなのである。本書でも、トラン

ジスターの特許契約のエピソードが

書かれているが、その中では、WE

社に補聴器を作れと言われたとあ

る。当時、補聴器だけが売れてい

たという状況が『電子の巨人たち』

を併読することでわかる。

そして、試行錯誤をしながら生

産していく実行力。あらかじめ基

礎研究で生産の目処が立ったもの

だけが作られていったわけではない。

磁気テープの磁性体となる酸化第

二鉄を作るために原料をフライパ

ンで炒ったなど、今のソニーからは

想像もつかない。トランジスターに

しても、自社製造するための製造機

器を作るところから始まっている。

作られた商品が社会に与えた影

響もただならない。ウォークマンは

ライフスタイルを変えてしまった。

「WALKMAN」という商品名が英語

辞書にも掲載されるほどに一般化

しているのは知っていたが、当たり

前のように使っている「pocke

table」という語が小型ラジオTR-63

のキャッチフレーズに使われた和製

英語だったとは驚きだ。

電気ざぶとんからプレイステーシ

ョンまでの開発のエピソード、銭形

平次や尾張徳川家とソニーの関係

など、この本には不思議なソニー

がいっぱい詰まっている。
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